
※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

上記の他、都市域において、
　・航空レーザ計測による、位置精度10cm以上の高精度点群
　・オブリクカメラによる3次元都市モデル
が提供可能である。
上記の車載レーザ計測と統合して、都市のシームレスな３D情報を提供可能である。

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

解決する課題のイメージ
課題の
分類

ポータブル車載レーザ計測システムによる、高頻度の都市空間計測サービス
1)主な機能
　①小型・軽量・可搬性のある、車載レーザ計測器
　　　　　⇒軽自動車にもバイクにも手軽に搭載可能。所要１分、調整不要。
　②操作は簡単。起動後、操作不要。長時間連続運転可能。
　③車上でリアルタイム処理により、高密度3次元計測点群の測量計算実施
　④リアルタイムビューワに、点群表示。　　⑤大量点群データの蓄積、更新可能なデータベース。
　⑥低価格で販売可能. 配備数を増やしてデータ収集能力を稼ぐ。
２）構成（全て民生品）
　・レーザ計測器（測定距離100m、精度+/-3cm、水平：全方位、垂直30°、　Class 1 Eye Safe）
　・RTK　GNSS／IMU（後処理不要の標定装置）
　・処理システム（リアルタイム測量計算、データ収録）
　・リアルタイムビューワ（点群可視化）
　・(オプション）パノラマカメラ　　　　　　　※　技術進歩に合せて改良可能

（３）

（３） データ保有
　・本サービスにより、3次元計測（点群）データを簡便かつ高頻度の取得と、蓄積が可能になる。
　・誰でも操作可能で、低価格なため配備数を増やして、広域・高頻度データ取得が実現可能となる。
　・軽自動車やバイク等に搭載することにより、従来の計測車両の入り込みにくい狭い路地や
　　敷地内の計測も可能になる。

（５）データの活用（可視化技術）
　・点群を車上でリアルタイムにわかりやすく表示するビューワにより、距離、角度、断面等の
　　画面上確認可能である。
　・過去の計測データを搭載しておけば、車上で現地において、地形や設備の変状を
　　確認可能。　　⇒　インフラ管理者、セキュリティ関係、自治体のパトロールで有効。
　・取得される高密度・高精度点群データは、都市のアセットマネジメントや地図・台帳更新、
　　自動運転用測量データの更新にも利活用可能である。
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